
令和３年度 計算書類に対する注記（法人全体） 

 

１ 継続事業の前提に関する注記 

   

 

２ 重要な会計方針 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

・満期保有目的の債券等は、償却原価法に基づく定額法により評価します。 

・上記以外の有価証券で評価のあるものは、会計年度末における時価をもって評価します。 

 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

・有形及び無形原価償却資産は、定額法により処理しています。 

 

(3) リース資産の会計処理方法 

次のリース資産については、賃貸借取引に係わる方法に準じて会計処理をしています。 

・リース契約 1 件あたりのリース料総額が 300 万円以下の取引 

・リース期間が 1 以内のファイナンス・リース取引 

・所有権非移転ファイナンス・リース取引 

 

(4) 引当金の計上基準 

・退職給付引当金は、該当なし 

・賞与引当金は、職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り計上し

ています。 

 

３ 重要な会計方式の変更 

   

４ 法人で採用する退職給付制度 

・法人で採用する退職給付制度については、独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職 

員等退職共済制度及び北九州市社会福祉協議会の社会福祉施設職員等退職手当共済制度へ加入 

しています。 

 

５ 法人が作成する計算書類並びに拠点区分及びサービス区分 

当法人の作成する計算書類は以下のとおりである。 

(1) 法人全体の計算書類様式（第１号第１様式、第２号第１様式、第３号第１様式） 

(2) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式） 

(3) 各拠点区分におけるサービス区分の内容 

ア 本部会計拠点区分（社会福祉事業） 

イ 清風園会計拠点区分（社会福祉事業） 

養護老人ホーム清風園サービス区分 

ウ 清松園会計拠点区分（社会福祉事業） 

特別養護老人ホーム清松園サービス区分 



特別養護老人ホーム清松園デイサービスセンターサービス区分 

   エ 門司ヶ関学園会計拠点区分（社会福祉事業） 

     児童養護施設門司ヶ関学園サービス区分 

     子育て支援短期支援事業サービス区分 

   オ 古城保育園会計拠点区分（社会福祉事業） 

     古城保育園サービス区分 

   カ 藤松保育園会計拠点区分（社会福祉事業） 

     藤松保育園サービス区分 

   キ 清滝保育園会計拠点区分（社会福祉事業） 

     清滝保育園サービス区分 

(4)各拠点区分は、社会福祉事業のみであるため、別紙２及び別紙４は省略します。 

 

 

６ 基本財産の増減の内容及び金額 

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。 

                                       （単位：円） 

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

土 地 35,500,000 9,118,982      0 44,618,982 

建 物 950,700,819 18,514,297 32,920,011 936,295,105 

合   計 986,200,819 27,633,279 32,920,011 980,914,087 

 

 

７ 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 

  ・該当なし 

 

 

８ 担保に供している資産 

   担保の供されている資産は、以下のとおりです。 

建物（基本財産）古城保育園 263,318,513円 

建物（基本財産）藤松保育園 279,479,882円 

 

   担保している債務の種類及び金額は、以下のとおりです。 

設備資金借入金（1 年以内返済予定額を含む）古城保育園 57,934,000円 

設備資金借入金（1 年以内返済予定額を含む）藤松保育園 64,380,000円 

 

 

 

 



９ 有形固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 

  固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、以下の通りです。 

                                                                            （単位：円） 

科 目 取 得 価 格 減価償却累計額 当 期 末 残 高  

土地（基本財産） 44,618,982 0 44,618,982 

建物（基本財産） 1,655,923,216 719,628,111 936,295,105 

建物 47,130,040 35,572,484 11,557,556 

構築物 15,061,000 12,302,912 2,758,088 

車輛運搬具 35,395,189 27,586,882 7,808,307 

器具及び備品 187,620,768 155,365,482 32,255,286 

ソフトウェア 7,157,760 5,435,306 1,722,454 

合   計 1,992,906,955 955,891,177 1,037,015,778 

 

10 債務額、徴収不能引当金の当期末残高、債券の当期末残高 

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要）  

 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債券の当期末残高は以下のとおりである。 

（単位：円） 

 債 権 額  徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高 

事業未収金 70,932,944  70,932,944 

未収金 69,284  69,284 

未収補助金 8,788,868  8,788,868 

合 計 79,791,096  79,791,096 

 

11  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益 

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、以下の通りです。 

（単位：円） 

種類及び銘柄 帳簿価格 時 価 評価損益 

福岡ひびき信用金庫出資証券 20 口 10,000 10,000  

平成 26 年度第 9 回札幌市公募公債 10,287,500 10,000,000  

第 1 回明治安田生命㈱2016 基金特定社債 10,000,000 10,000,000  

51 回ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ㈱無担保社債 10,000,000 10,000,000  

平成 30 年度第１回北九州市公募公債 10,000,000 10,000,000  

令和元年第１回北九州市公募公債 5,000,000 5,000,000  

合  計 45,297,500 45,010,000  

※評価損益については、僅差のため重要性の原則に従い未記載としました。 

 

12  関連当事者との取引の内容 

     該当なし 

 

 



13 重要な偶発債務 

   該当なし 

 

14 重要な後発事象 

   該当なし 

 

15 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状況を 

明らかにするために必要な事項 

該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


